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第１章 はじめに 

 

１ 計画策定の趣旨 

 本町では、排出されたし尿及び浄化槽汚泥を計画的に収集・運搬し、隣接する高松

市の施設にて衛生的かつ適正処分に取り組んでいますが、し尿汲み取り世帯や単独処

理浄化槽世帯では、台所、洗濯、風呂等から排出される汚水（生活雑排水）が未処理

のまま河川に放流されていることが水質汚濁の主要因となっており、こういった状況

を改善するため、下水道等の集合処理施設を整備するとともに、合併処理浄化槽の普

及促進等による対策が求められているところです。 

本町においては、これまで「まち・ひと・しごと創生総合戦略」及び「人口ビジョ

ン」を策定し、効率的な行財政運営を行うため「行財政改革基本方針」に基づいた取

組を進めてきました。その中で「まち・ひと・しごと創生総合戦略」は本町の最上位

の計画と位置づけており、基本目標のひとつである「やさしく安全な郷土をつくるま

ちづくり戦略」のうち「生活環境の充実」として下水道整備及び合併処理浄化槽の促

進に取り組んでまいりました。 

このたび、これまでの総合戦略を踏まえつつ、今回改訂する「改訂版人口ビジョ

ン」、「第３期三木町総合戦略」、「三木町行財政改革基本方針」を一体とした「三

木町総合計画」を本町の最上位計画として策定し、町が目指す将来像に向けた方向性

を明確にし、分野横断的かつ長期的な行政運営を推進することとしています。 

「生活排水処理基本計画」（以下、「本計画」という。）は、廃棄物の処理及び清掃に関

する法律（以下「廃棄物処理法」という。）に基づき、同法第６条第１項の規定により、

三木町の区域内の一般廃棄物の処理に関する計画を策定するもので、少子高齢化の進行

や人口減少、地域社会構造の変化等といった社会情勢の変化及び厳しい財政状況を背景に、

より実効性のある生活排水対策計画が求められていることから、下水道事業計画区域を

見直し、長期的、総合的な視点に立って、公共下水道の整備と合併処理浄化槽の設置促

進を効率的に行い、計画的な生活排水処理の推進を図るための基本方針や対策を推進す

るため、本計画を策定するものであります。 

 

 

２ 計画の位置づけ 

 本計画は、廃棄物等の発生抑制、循環資源の循環的な利用及び適正な処分が確保され

ることによって、天然資源の消費を抑制し、環境への負荷ができる限り低減される循環

型社会の形成のための取り組みの一環として、本町の生活排水処理行政の基本となるも

のであり、図１-１の位置づけとなります。 
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図１-１ 生活排水処理基本計画の位置づけ 

 

 

３ 計画対象区域 

 本計画の計画対象区域は本町全域とします。 

 

４ 計画目標年次 

本計画は、計画の前提となる諸条件の変動等を考慮し、概ね５年ごとに改訂を行うこ

ととし、計画期間を新たな 10 年間とする長期計画とし、中間目標年度を令和 12 年度、

計画目標年度を令和 17年度とします。 

一般廃棄物処理基本計画

　　・ごみ処理基本計画

　　・生活排水処理基本計画

一般廃棄物処理実施計画

　　・ごみ処理実施計画

　　・生活排水処理実施計画

小型家電リサイクル法

グリーン購入法

三木町都市計画マスタープラン

三木町総合計画

一般廃棄物処理計画

〈廃棄物の適正処理〉 〈再生利用の推進〉

〈個別物品の特性に応じた規制〉

〈国等が率先して再生品などの調達を促進〉

廃棄物処理法基本方針

廃棄物処理施設設備計画

香川県廃棄物処理計画

容器包装リサイクル法

家電リサイクル法

食品リサイクル法

建設リサイクル法

自動車リサイクル法

環境基本法

環境基本計画

循環型社会形成推進基本法

循環型社会形成推進基本計画

廃棄物処理法 資源有効利用促進法
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第２章 三木町について 

 

１ 概況 

本町は香川県の東部に位置し、西は高松市、北は高松市（牟礼町）とさぬき市（志度）

に接し、東はさぬき市（長尾）、南は高松市（塩江町）と徳島県美馬市に接しており、町

土は、東西 5.8ｋｍ、南北 18.4ｋｍの南北に細長い地形をしており、面積は 75.78ｋ㎡

と県土の約４％を占めています。 

また、北部と南部に山地があり、中央が低地部の平坦な平地でその中央を東西に主要

地方道高松長尾大内線が抜け、その北側を高松琴平電気鉄道長尾線が平行に走っており、

北部には、自動車専用道路である高松自動車道が走り、さぬき三木インターチェンジを

経由して徳島県・京阪神方面への高速道路の利用が可能となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２-１ 三木町の位置 
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２ 土地利用の現況 

本町の土地利用状況は町域 75.78km²のうち約 44.1％を山林・原野が占め、水田、畑

等の農地が約 23.8％、宅地は約 8.6％を占めている。また、県都高松市に隣接し、高

松市中心市街地へは車で約 30分、国道 11号高松東道路により関西方面へのアクセス

も良好であるなど、利便性が高いことから高松市のベッドタウンとして、新規の分譲

住宅地も増え宅地面積の占める割合が大きくなってきています。 

 

表２-１ 地目別土地利用面積 

 

 

 

 

資料：「三木町税務課 令和７年３月末現在」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 農地 宅地 山林・原野 その他 計 

面積（ha） 1,800 649 3,341 1,788 7,578 

構成比（％） 23.8 8.6 44.1 23.5 100.0 

図２-２ 三木町内図 
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３ 人口 

本町の人口は年齢３区分別人口の推移を見ると、平成 16 年をピークに人口減少が始

まり、緩やかに減少傾向で推移しています。その中で、年少人口及び生産年齢人口は減

少、老年人口は増加傾向で推移しています。また、令和６年の高齢化率は 32.8％で、総

人口の減少とともに、増加で推移しています。 

 

図２-３-１ 年齢３区分別人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳（総務省）※Ｈ７～Ｈ25 は各年３月 31 日時点、Ｈ26 以降は各年１月１日時点 

4,376 4,199 3,942 3,861 3,752 3,575 3,307 
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17,085 
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図２-３-２ 年齢３区分別の人口割合の推移
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４ 産業について 

産業別就業人口を見ると、第３次産業従事 

者が最も多く、第１次産業は 6.6％となって 

います。 

産業人口を男女別に見ると、男性では「製 

造業」が最も高く、次いで、「卸売業・小売業」 

「建設業」の順となっており、女性では「医療 

・福祉」が最も多く、次いで、「卸売業・小売業」 

「製造業」の順となっています。 

 

 

図２-４-２ 男女別産業人口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査（総務省）※令和２年 

 

 

 

図２-４-１ 産業熱就業人口 
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第３章 生活排水処理の現況 

 

１ 処理体系 

 本町の一般家庭や事業所等から排出される生活排水（し尿及び生活雑排水）は三木浄

化センター及び農業集落排水処理施設北部処理場に集めて集合処理をするほか、合併処

理浄化槽等により各家庭などで個別処理をしていますが、単独処理浄化槽や汲み取り世

帯については、生活雑排水は未処理のまま公共用水域に放流されています。 

 また、合併及び単独処理浄化槽から発生する汚泥と汲み取りし尿については、高松衛

生処理センターに搬入されたのち、東部下水処理場で適正処理を行っており、三木浄化

センターで発生した汚泥については、全て再資源化を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３-１ 生活排水処理体系図 

河　川　等　　公　共　用　水　域

生　活　排　水

東部下水処理場

単独処理
浄化槽

合併処理
浄化槽

下水道

生活雑排水し尿

高松市衛生センター

汲み取り

再資源化

処理水

未
処
理
水

し尿・汚泥収集

汚泥

処理水

前処理
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２ 生活排水処理施設の種類 

生活排水処理施設は、一般家庭や事業所などから排出されるし尿や雑排水などの汚水

を処理し、環境に適した水質に改善するための施設です。収集方式によって、管路で汚

水を収集して処理場で一括処理する「集合処理」と、各家庭の敷地に設置した合併処理

浄化槽で汚水を処理する「個別処理」とに分けられます。「集合処理」は市街地や家屋が

まとまった集落に対して、「個別処理」は散在している家屋に対しての整備が効率的です。 

表３-２-１に生活排水処理施設の整備状況を示します。 

 

表３-２-１ 生活排水処理施設の整備状況 

区分・区域名等 整備状況等 

集合処理 

【公共下水道】 

三木処理区 

【特定環境保全 

公共下水道】 

三木東地区 

(着手済区域) 

整備状況…………整備中（整備完了地域は供用開始済） 

整備着手年度……平成 17年度 

処理開始年度……平成 29年度 

汚水処理場………三木浄化センター 

【農業集落排水】 

井上北部地区 

整備状況…………整備完了 

整備着手年度……平成 7年度 

処理開始年度……平成 14年度 

汚水処理場………井上北部農業集落排水処理施設 

個別処理 上記以外 
単独処理浄化槽やくみ取り便槽から、合併処理浄化槽への転

換を推進中 
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３ 処理形態別人口の推移 

 本町の生活排水処理形態別人口の推移は、図３-３-１及び表３-３-１のとおりです。

下水道の供用開始に伴い、単独処理浄化槽及び非水洗化人口の圧縮が進んでおり、第４

次香川県全県域生活排水処理構想の汚水処理人口普及率を指標とした中間年次（令和２

年度）目標は 68.9％に対し、令和３年度は 68.1％であることからわずかに達していない

状態です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３-３-１ 生活排水処理形態別人口の推移 

 

表３-３-１ 生活排水処理形態別人口の推移 
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表３-３-２ 全件及び三木町に関する目標値 

区分 
第４次香川県全県域生活排水処理構想（H28.3） 

現況（H25） 中間年次（R2） 目標年次（R7） 

香川県全県域 72％ 80％ 85％ 

三木町 41.3％ 68.9％ 83.0％ 

 

４ し尿処理及び浄化槽汚泥量の推移 

 本町における過去 10年間のし尿及び浄化槽汚泥処理量の推移は図３-４-1、表３-４-

１に示すとおりです。 

 下水道及び合併処理浄化槽の普及に伴い、し尿処理量は年々減少しており、平成 29年

度の公共下水道共用開始後は浄化槽から下水道への切り替えも進んでいることから、近

年では浄化槽汚泥の処理量も減少傾向にあり、し尿と浄化槽汚泥を合わせた年間処理量

は６千 kl程度となっております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３-４-1 し尿及び浄化槽汚泥処理量の推移 

表３-４-１ し尿及び浄化槽汚泥処理量の推移 

 

処理量（㎘） H27 H28 H29 H30 R１ R２ R３ R４ R５ R６ 

し尿 2,535 2,505 2,461 2,107 1,771 1,511 1,573 1,216 1,233 1,135 

浄化槽汚泥 5,976 5,403 6,048 6,283 6,430 6,243 6,041 5,688 5,651 5,008 

合計 8,511 7,908 8,509 8,390 8,201 7,754 7,614 6,904 6,884 6,143 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

H27 H28 H29 H30 R１ R２ R３ R４ R５ R６

し尿 浄化槽汚泥
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５ し尿処理施設及び収集運搬 

 本町のし尿は町が委託する事業者、浄化槽汚泥は町が許可する事業者が収集し、三木

町クリーンセンター内にある中間貯留槽に搬入された後、どちらも高松市が所管する高

松市衛生センターに運搬されます。その後、東部下水処理場に送られて最終処理を行っ

ております。施設の概要及び収集車両は下表のとおりです。 

 

表３-５-１ し尿・汚泥処理施設 

項目 高松市衛生センター 東部下水処理場 

所在地 高松市朝日町五丁目 5番 56号 高松市屋島西町 2366-6 

敷地面積 3,378平方メートル  

処理能力 378キロリットル/日 83,330立方メートル/日 

処理方法 前処理・下水道投入(汚泥処理系統) 標準活性汚泥法 

初沈殿池 ― ９池 

反応タンク ― 10槽 

最終沈殿池 ― ８池 

汚泥濃縮タンク ― １槽 

汚泥消化タンク ― ３槽 

機械濃縮設備 ― ２台 

汚泥脱水機 ― ４台 

 

表３-５-２ 収集車両台数 

 収集運搬 車両台数 処分 備考 

し尿 町（委託） 
９台 高松市 

 

浄化槽汚泥 許可業者  
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６ し尿処理経費の状況 

 し尿及び浄化槽汚泥処理に係る経費（処理費、集運搬、手数料、施設管理費等）の推

移については、図３-６-１及び表３-６-１に示すとおりです。下水道の普及により全体

的な処理量が減少しているため、全体の経費も減少していますが、１㎘当たりの処理費

は大きく変わっていません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３-６-１ し尿処理経費の推移 

 

表３-６-１ し尿処理経費の推移 

 
処理及び維持管理費 

（千円） 

し尿・浄化槽汚泥量 

（㎘） 

１㎘当たり処理費 

（千円/㎘） 

H27 98,834 8,511 11,613 
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H29 86,803 8,509 10,201 
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第４章 生活排水処理の基本方針 

 

１ 生活排水処理に係る理念・目標 

 生活排水を適正に処理し身近な公共用水域の水質改善を図るため、生活排水対策に取

り組み、地域住民の理解と協力のもとに生活環境にとって快適で豊かな水環境の形成に

努めることが求められています。そのため、生活排水処理施設の整備を進めると同時に、

家庭等から発生する汚濁源を減少させるよう、町民に対して生活排水対策の必要性につ

いて啓発を行うことで、身近な小川やため池にコブナやメダカが泳ぎ、初夏には蛍が舞

う水環境の復活を目指します。 

 

 

２ 生活排水処理施設整備の基本方針 

 生活排水処理の基本方針として、町民一人ひとりが水環境に関心を持ち、水環境につ

いて正しく理解するための啓発を行っていきます。また、生活排水処理施設整備の基本

方針は次のとおりとします。 

 

① 都市計画地域内で市街地を中心とした区域は公共下水道事業、農業振興地域にお

ける人口集中地域については農業集落排水事業により集合処理施設の整備を行いま

す。 

 

② 集合処理施設の整備が見込まれない地域においては、合併処理浄化槽による個別

処理施設にて整備を推進します。 

 

③ 上記②の地区について、汲み取り便槽及び単独処理浄化槽を設置して汚水処理を

しているものについては生活雑排水が未処理であることから、合併処理浄化槽設置

整備事業補助金も活用し、合併処理浄化槽への転換を推進します。 

 

④ 家庭等から発生する汚濁源を減少させるため、汚濁発生源対策の啓発活動を推進

すると共に、浄化槽の適正な維持管理に努めるよう併せて啓発活動を推進します。 
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３ 将来人口予測 

国立社会保障・人口問題研究所（以下「社人研」という。）が、令和２（2020）年の国

勢調査を基に、令和 32（2050）年までについて人口推計を実施した結果によると、本町

の総人口はこれからも減少が続くとともに、少子高齢化が進んでいく予測となっており、

令和７年度から目標年次の令和 17年度で 2,000人程度減少する見込みです。 

 

図４-３-１ 三木町の人口推計（社人研） 
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５章 生活排水の処理計画 

 

１ 処理の目標 

本計画の基本理念や基本方針を達成するため、下水道の普及促進及び下水道区域外の

合併処理浄化槽の整備促進によって公共用水域の保全を確保します。 

中間目標年度及び計画目標年度における目標値を、図５-１-１及び表５-１-１に示し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５-１-１ 汚水処理人口の目標値 

 

表５-１-１ 汚水処理人口の目標値 
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６章 し尿・汚泥の処理計画 

 

１ し尿・浄化槽汚泥処理量の将来推計 

 生活排水処理施設の整備により、非水洗化人口が減少するためし尿処理量も共に減少

するが、浄化槽汚泥については下水道整備による減少と下水道区域外での浄化槽の設置

による増加があるため、全体ではやや減少すると想定されます。 

 

図６-１-１ し尿・汚泥の処理量の将来推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※原単位は、Ｒ２からＲ６の実績から、し尿 1.36ℓ/人・日、浄化槽汚泥 0.97ℓ/人・日とした。 

 

 

２ 収集・運搬・処分 

 し尿の収集・運搬は町が委託した事業者が行い、浄化槽汚泥の収集・運搬については、

住民サービスの向上と過当競争の弊害を考慮し、現在の許可業者で行い、最終的に高松

市が所管する、東部下水処理場で処理することとします。 
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第７章 その他 

 

１ 住民に対する広報・啓発活動 

本町における住民及び事業者等に対して、公共用水域の汚濁防止の観点から、生活排

水対策の必要性や浄化管理の重要性について、広報等で周知・啓発活動を推進していき

ます。 

また、本町における下水道整備済み地域においては、速やかな接続を積極的に呼びか

けるとともに、下水道整備区域外の住民に対しては、合併処理浄化槽設置整備の補助制

度を周知することで合併処理浄化槽の設置を呼びかけていくものとし、設置された合併

処理浄化槽について、「定期的な保守点検」「清掃」「法定検査」の実施についても指導し

ていきます。 

 

２ 環境教育の実施 

 河川等の水質改善を図っていくために、児童、生徒等を対象とした環境教育の一環と

して、河川美化啓発ポスターのコンクール及び下水処理場の見学会などを実施すること

で、水環境への関心を高め、生活排水対策について啓発していきます。 

 

 

 

 


